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１．概要（Summary） 

強磁性体から半導体シリコンへの高効率スピン注入は、

スピン機能デバイスの実現に不可欠である。筆者はこれま

で Fe/MgO/Si 構造において Fe/MgO 界面に金属 Mg を

挿入することで、界面でのデッドレイヤーの形成が抑制さ

れ、スピン注入効率が上昇することを報告してきた[1]。本
研究では、四端子測定法[2]によりスピン伝導を確認する

とともに、デバイス構造がスピンシグナルに与える影響を

考察した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 ・ブレードダイサー 
 ・高速大面積電子線描画装置 
 ・マスク・ウエーハ自動現像装置群 
 ・マニュアルウエッジボンダ― 
【実験方法】 

二種類のシリコン基板（バルク基板、及び SOI 基板）を

ブレードダイサーにより加工し、基板洗浄後、超高真空チ

ャンバー内で MgO/Mg/Fe/Mg/Al 構造を蒸着した。その

後、電子線描画装置、及びマスク自動現像装置群を用い

て作成したマスク等を用いて Fig. 1 に示すデバイスを作

成した。配線はボンダ―を用いて行なった。 

 
Fig. 1 Device structure and 3T measurement setup for 

the (a) vertical and (b) lateral device.  4T 

measurement was also carried out (Not shown). 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1(b)に示すデバイスで四端子ハンルシグナルを観

測し、スピン伝導の実現が確認された。また三端子シグナ

ルはデバイス形状に依存して大きく異なる結果となった。 
これは形状効果[3,4]によるものと考えられる。そのため形

状効果を取り込んで既存のモデルを拡張し、解析を行な

ったところ、実験結果を説明することに成功した。正確なス

ピンシグナルの解析には、形状効果を取り入れる必要が

あることを実験的に初めて示した。 
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